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第
八
回
「
美
し
い
日
本
」

作
品
展
、
東
北
風
景
写
真
家

協
会
の
２
年
に
１
度
の
開
催

を
好
評
の
う
ち
に
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ご
参
加
出
展
頂
き
ま
し
た
会

員
の
皆
様
に
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

作
品
展
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
「
美
し
い
日
本
」
の
タ

イ
ト
ル
に
ふ
さ
わ
し
く
、
各

地
の
原
風
景
を
し
っ
か
り
捉

え
て
作
品
に
表
現
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の

努
力
の
成
果
が
反
映
さ
れ
た

素
晴
ら
し
い
作
品
展
に
な
り

ま
し
た
。

現
在
の
会
員
数
は
74
名
と

な
り
ま
し
た
が
、
作
品
展
の

出
展
者
数
は
竹
内
会
長
を
始

め
、
41
名
の
ご
参
加
を
得
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
展
示

作
品
数
は
80
点
に
上
り
ま
し

た
。
来
場
者
数
は

1
、
０
７
０
名
と
な
り
、

前
回
よ
り1

1
1

人
増
え
て
い

ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
次
回
の
作
品
展
に

全
員
が
参
加
出
来
ま
す
よ
う

に
日
頃
の
撮
影
な
ど
作
品
作

り
に
取
り
組
ん
で
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

他
の
写
真
ク
ラ
ブ
も
同
様

の
よ
う
で
す
が
、
当
協
会
も

会
員
の
年
齢
の
高
齢
化
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
す
が
、
年
間
２
回
の
予

定
で
撮
影
旅
行
の
計
画
も
進

め
て
お
り
、
10
月
に
は
青
森

撮
影
ツ
ア
ー
も
予
定
。

ま
た
、
協
賛
し
て
お
り
ま
す

「
フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
」
で
は
毎
月
の
撮
影
会

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

バ
ス
で
撮
影
ポ
イ
ン
ト
周

辺
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
歩
行
距

離
も
多
く
な
く
、
ご
高
齢
の

会
員
に
も
無
理
な
く
参
加
出

来
ま
す
。
健
康
維
持
と
体
力

増
強
も
兼
ね
て
多
く
の
皆
様

の
ご
参
加
を
希
望
し
て
お
り

ま
す
。

本
誌
の
２
面
に
撮

影
予
定
地
・
日
程
等
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
考

に
し
て
下
さ
い
。

フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ご

参
加
の
皆
様
に
は
旅
行
傷
害

保
険
が
自
動
付
帯
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
心
配
な
く
撮
影

に
集
中
出
来
、
ご
家
族
の
皆

様
も
安
心
で
す
。

作
品
展
に
出
展
す
る
こ
と

に
よ
り
、
撮
影
技
術
も
向
上

し
出
展
の
意
欲
が
健
康
と
若

さ
を
保
つ
秘
訣
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
作
品
展
展
示
」
作
品
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
第
1
弾
・

第
２
弾
と
し
て
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
「
作
品
展
示
」

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。
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（１）

春
季
撮
影
ツ
ア
ー

の
代
替
事
業
と
し
て

撮
影
実
習
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
日
７
月
23
日
（
火
）

当
日
は
参
加
者
は
18
名
で
定

刻
ま
で
に
お
集
ま
り
に
な

り
、
撮
影
場
所
等
撮
影
要
項

の
説
明
を
受
け
て
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
撮
影
の
目
標
を
探
し

作
品
と
し
て
ま
と
め
る
た
め

行
動
に
移
り
ま
し
た
。

ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
仙
台

西
側
出
入
口
に
向
か
う
と
広

瀬
川
の
景
色
。
川
面
に
は
白

い
雲
や
青
空
が
交
互
に
反
射

し
輝
い
て
い
た
。
中
洲
で
は

鮎
釣
り
を
し
て
い
る
人
が
目

に
入
っ
た
。
狙
え
る
被
写
体

と
思
い
レ
ン
ズ
を
向
け
た
。

同
僚
の
何
人
か
も
同
じ
よ
う

に
レ
ン
ズ
を
向
け
て
い
る
。

釣
り
上
げ
た
瞬
間
を
撮
ろ

う
と
カ
メ
ラ
を
構
え
て
チ
ャ

ン
ス
を
待
っ
た
。
反
射
を
押

さ
え
る
Ｐ
Ｌ
を
合
わ
せ
て
15

分
ぐ
ら
い
時
間
が
過
ぎ
た
。

竿
を
上
げ
た
瞬
間
に
合
わ
せ

て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

残
念
空
振
り
だ
っ
た
。
諦
め

て
次
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
に
移

動
し
た
。

天
気
は
晴
れ
・
暑
い
1
日

で
す
。
木
陰
が
多
く
直
射
日

光
は
避
け
ら
れ
る
が
、
歩
く

だ
け
で
汗
が
噴
き
出
す
よ
う

で
し
た
。
持
参
の
冷
た
い
飲

み
物
で
水
分
補
給
し
な
が

ら
、
撮
影
ポ
イ
ン
ト
を
探

し
、
定
禅
寺
通
り
・
西
公
園

そ
し
て
桜
岡
大
神
宮
ま
で
撮

影
し
な
が
ら
歩
い
た
。
他
の

人
は
Ｓ
Ｌ
な
ど
こ
こ
ぞ
と
思

う
被
写
体
に
カ
メ
ラ
を
向
け

て
い
る
。
東
西
線
の
地
下
鉄

も
見
え
た
。
桜
岡
大
神
宮
で

た
く
さ
ん
の
提
灯
が
目
に
入

っ
た
、
美
し
い
光
景
な
の
で

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

早
く
も
11
時
30
分
に
な
っ

た
の
で
戻
る
こ
と
に
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
会
場
に
戻
る
と
も

う
多
く
の
皆
さ
ん
は
食
事

中
。
準
備
し
て
頂
い
た
お
弁

当
を
食
べ
な
が
ら
、
こ
こ
ま

で
手
配
し
て
頂
き
と
て
も
う

れ
し
い
撮
影
会
で
す
。

定
禅
寺
通
り
・
西
公
園
等

常
日
頃
見
慣
れ
た
情
景
か
ら

「
作
品

と
し
て
ま
と
め

る
」
。
こ
れ
は
作
者
の
腕
の

見
せ
所
だ
と
思
い
ま
す
。

２
時
か
ら
４
時
頃
ま
で
ス

ク
リ
ー
ン
に
投
影
、
一
人
５

点
の
作
品
の
善
し
悪
し
の
説

明
を
聞
き
、
同
じ
撮
影
場
所

で
撮
影
し
た
に
も
関
わ
ら
ず

「
こ
の
よ
う
な
狙
い
方
」
、

「
多
重
撮
影
・
流
し
撮
り
な

ど
」
こ
ん
な
方
法
も
あ
る
の

か
と
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
い
つ
か
自
分
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
気
分
に
な
り
ま

し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
の
撮
影
作
品

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
ス
マ
ホ
か
ら
も
閲

覧
出
来
ま
す
。

【
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
指
導
】

・
メ
イ
ン
会
場

・
ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
仙
台

（
仙
台
市
民
会
館
）
で
。

★

令
和
６
年
度
年
会
費

納
入
の
お
願
い

年
会
費
（
３
、
０
０
０
円
）

は
、
前
年
度
未
納
の
方
も
左
記

い
ず
れ
か
の
口
座
宛
お
振
込
み

下
さ
い
。
振
込
手
数
料
は
ご
負

担
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
七
十
七
銀
行
旭
ケ
丘
支
店

普
通

５
２
７
２
５
９
９

東
北
風
景
写
真
家
協
会

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
８
１
９
０

-

１
４
３
８
８
８
８
１

ト
ウ
ホ
ク
フ
ウ
ケ
イ

シ
ャ
シ
ン
カ
キ
ョ
ウ
カ
イ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

会
計
担
当

孫
田
幹
事
宛

０
９
０-

２
３
６
０-

２
９
７
３

《
節
約
術
》
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
自
行
宛
て
振
り
込
み
の
、
振

込
手
数
料
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

・
七
十
七
銀
行
（
回
数
無
制
限
）

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
毎
月
５
回
）

ス
マ
ホ
で
も
出
来
ま
す
。

●
東
北
風
景
写
真
家
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
す
。
ス
マ
ホ
で
読

み
込
み
で
き
ま
す
。

お

知

ら

せ

◆
写
真
展
入
賞
者ご

紹
介
◆

○
第
47
回
二
科
会
写
真
部

東
北
地
区
公
募
展

入
賞
入
選
作
品

・
松
田

り
恵
子

季
の
移
ろ
い

・
川
村

裕
信

躍

動

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会
員
の
皆
様
の
受
賞
・
入
賞
等

の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

『
美
し
い
日
本
』
作
品
展
成
功
裏
終
了

西
公
園
定
禅
寺
撮
影
セ
ミ
ナ
ー
好
評

【
作
品
展
終
了
時
み
ん
な
で
】

●●●青森・紅葉絶景撮影ツアーを予定●●●

令和６年１０月２９日（火）～３０日（水）

・中野もみじ山（青森県黒石市）
・青森の嵐山（京都）と称される青森県有数の紅葉

の名所、全山燃える紅葉が渓流に映える
・弘前城址：桜より絶景とされるさくらの紅葉風景
・晩秋の優雅な奥入瀬渓流
※天候により撮影ポイント・行程変更もあります。

会員の皆様には、是非とも多数ご参加頂き撮影旅
行を成功させたいと思います。ご検討中の皆様はも
ちろんカメラをお持ちの方全員に是非シャッターを
切って頂きたいと思います。

詳細は同封のチラシまたは東北風景写真家協会の
ホームページをご覧のうえお申し込み下さい。

青 森 撮 影 ツ ア ー 予 定

撮影ポイント

旅 行 期 間

訃

報

去
る
7
月
18
日
当
協
会
副
会
長
の
渡
邊

善
夫
様
が
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
「
逝
く
夏
や
我
が
人
生
に
悔
い
は
な
し
」
と
辞
世
の
句
を
遺

し
、
享
年
七
十
七
歳
で
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

会員所属クラブの写真展ご紹介
マルモリナイト 写団「四季」写真展

会員：小檜山 裕行 会員：佐藤滋・摺澤清
2024年9月13日～16日 ・高橋峰子・横山光太郎
丸森町観光交流センターにて 2024年9月18日～23日

東北電力グリーンプラザ
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講師：竹内 正 ・丸山慎一（公益社団法人 日本写真協会会員）

《勉強会 令和６年１０月１日（火）・見学大歓迎・参加費無料》
場 所 日立システムズホール３階エッグホール

（旧・仙台市青年文化センター）
時 刻 １３：３０～１６：３０

フォトウォーキング ７月～９月撮影会作品・自由作品・講評
作 品 デジタル ：ＵＳＢ、プリント（２Ｌ・Ａ４）

フイルム ：プリントで 合計 １人６点以内

《フォトウォーキングの予定(９月〜１２月)》

【各回の参加費用と２年会費】
・旅行傷害保険が自動付帯されて安心倍増です
・参加費 １１,０００円

(バス、高速料、駐車料等税込み)
・クラブ会費 ２年 １，０００円

【日程と撮影地】
令和６年 ９月１０日（火）

場 所 福島県・猪苗代布引高原の風とひまわり
風の高原・風力発電風車とひまわり畑

集 合 泉中央区役所駐車場 ７：３０発
仙台駅東口バスプール ８：１０発

令和６年１０月１５日（火）
場 所 岩手県・八幡平の紅葉（大沼付近）
集 合 仙台駅東口バスプール ７：３０発

泉中央区役所駐車場 ８：００発

令和６年１１月１９日（火）
場 所 福島県喜多方市

新宮熊野神社イチョウ
集 合 泉中央区役所駐車場 ７：３０発

仙台駅東口バスプール ８：１０発

令和６年１２月 ３日（火）
場 所 宮城県丸森町

不動尊公園・耕野残り柿
集 合 泉中央区役所駐車場 ７：３０発

仙台駅東口バスプール ８：１０発
映えスポット神秘の泉と玉簾の滝

流 申し込受付開始 ： 『９月２日（月）１０：００から』和５年１り
河北新報トラベル 電 話 ０２２－２１１－６９６０

ＦＡＸ ０２２－７２３－４６７２

インターネット申し込み https://kahoku-travel.com/
企画 東北フォトウォーキングクラブ 協賛 東北風景写真家協会

催行 河北新報トラベル

「東北フォトウォーキングクラブ」の撮影地と日程のお知らせです。

撮影の機会を多くして・かつ健康増進にご利用下さい。

フォトウォーキング

紅
葉
と
滝
風
景
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
は

相

性

が
良
く

絶
好
な
被

写

体

で

す
、
が
一
般
的
に
渓
谷
の
奥
等
、
行
き

難
い
場
所
に
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
は

簡
単
に
行
け
る
宮
城
県
の
滑
津
大
滝
を

選
び
ま
し
た
。

１
：
ア
ン
グ
ル
を
変
え
て
変
化
の
あ
る

滝
の
撮
影

・
上
か
ら
俯
瞰
し
た
撮
影

高
さ
10
ｍ
幅
30
ｍ
の
や
や
平
坦
な
二

段
の
滝
は
二
段
滝
と
も
呼
ば
れ
て
い
て

い
ま

す

。

駐
車
場

横
の
展
望

台

か

ら

は
、
上
か
ら
俯
瞰
し
た
撮
影
が
出
来
ま

す
。
眼
下
と
背
景
の
紅
葉
に
囲
ま
れ
た

滝
は
優
雅
で
見
慣
れ
た
滝
と
は
一
味
違

っ
た
撮
影
が
出
来
ま
す
。

・
滝
の
正
面
か
ら
の
撮
影

左
奥
の
階
段
を
降
り
る
と
滝
と
の
目

線
か
ら
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
二
段
滝

の
全
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
滝
に
近
く
寄

っ
た
り
、
浅
瀬
に
降
り
て
自
由
な
角
度

か
ら
の
撮
影
出
来
ま
す
。

２
：
撮
影
時
期
・
時
間
の
選
定

撮
影
時
期
は
10
月
中
旬
か
ら
下
旬
、

10
時
～
11
時
頃
、
太
陽
が
高
く
な
っ
た

時
間
、

（
10
月
中
旬
に
な
る
と
太
陽
の
軌
道
が

低
く
な
る
の
で
山
側
が
影
に
な
る
）

秋
は
水
量
が
減
少
す
る
こ
と
あ
る
の
で

雨
の
後
が
良
好

３
：
カ
メ
ラ
の
設
定

※
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ
Ｂ
）

基
本
太
陽
光
、
色
温
度
５
０
０
０
Ｋ

基
準
、
撮
影
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
変
更
す

る
、
Ｗ
Ｂ
を
オ
ー
ト
に
す
る
と
や
や
フ

ラ
ッ
ト
に
な
り
ま
す

※
測
光
モ
ー
ド

平
均
測
光
が
基
本
、
目
的
に
よ
り
中

央
部
重
点
測
光

４
：
Ｐ
Ｌ
フ
イ
ル
タ
ー
の
活
用

水
の
明
る
い
部
分
は
「
シ
ロ
ト
ビ
」

し
易
い
の
で
Ｐ
Ｌ
フ
イ
ル
タ
ー
で
調
整

す
る

５
：
画
質
調
整

山
側
が
日
陰
に
な
り
暗
く
な
る
場
合

は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
又
は
Ｈ
Ｄ
Ｒ

を
活
用
し
て
調
整
す
る

ア
ク
セ
ス

東
北
自
動
車
道
白
石
Ｉ
Ｃ
よ
り
国
道

１
１
３
号
、
七
ヶ
宿
の
外
れ
に
産
直
品

販
売
所
「
旬
の
市
七
ヶ
宿
」
（
水
曜
定

休
）
が
あ
り
ま
す
、
そ
の
右
側
が
展
望

台
で
す
。

定
年
後
に
始
め
た
写
真
の

十
二
周
年
と
五
月
に
迎
え
た

喜
寿
を
記
念
し
て
、
写
真
展

「
海
辺
三
十
六
景
」
を
七
月

に
開
催
し
好
評
裏
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閖
上
で
初
め
て
撮
っ
た
朝

景
に
魅
せ
ら
れ
、
蒲
生
・
七

ヶ
浜
・
松
島
・
北
上
十
三
浜

・
志
津
川
・
気
仙
沼
・
宮
古

浄
土
ヶ
浜
・
田
老
そ
し
て
久

慈
と
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
は
北
上

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
今

回
の
「
海
辺
三
十
六
景
」
は

す
べ
て
こ
の
エ
リ
ア
で
す
。

昨
年
十
二
月
に
会
場
の
申

し
込
み
を
し
ま
し
た
。
ま
ず

は
会
場
確
保
を
と
の
軽
い
気

持
ち
で
し
た
が
、
そ
の
時
点

で
趣
旨
・
タ
イ
ト
ル
・
サ
イ

ズ
・
枚
数
な
ど
の
詳
細
が
必

要
と
分
か
り
仰
天
。
写
真
数

三
十
六
・
サ
イ
ズ
Ａ
三
・
マ

ッ
ト
な
し
裏
打
な
し
の
ア
ル

ミ
フ
レ
ー
ム
等
の
骨
格
は
年

内
に
バ
タ
バ
タ
と
決
め
ま
し

た
。そ

の
後
開
催
ま
で
時
間
が

あ
り
す
ぎ
修
整
変
更
の
繰
り

返
し
で
こ
れ
が
結
構
大
変
で

し
た
。

今
回
手
づ
く
り
写
真
集
も

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以

前
よ
り
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ

を
何
と
か
活
用
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
「
ピ
ク

ト
リ
コ
プ
ロ
フ
ォ
ト
ア
ル
バ

ム
キ
ッ
ト
」
を
紹
介
さ
れ
恐

る
恐
る
作
っ
て
み
た
と
こ
ろ

そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
は
ま
っ

て
し
ま
い
、
あ
っ
と
い
う
間

に
六
冊
完
成
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
会
場
で
の
関
心
も
高

く
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ば
自
分
の
写
真
史
で
す

か
ら
愛
着
が
わ
き
ま
す
。

以
下
私
の

撮
影
ス
タ
イ
ル
で
す
。

毎
日
天
気
予
報
と
に
ら
め

っ
こ
で
、
日
の
出
・
日
の
入

・
月
の
出
・
月
の
入

の
時

刻
と
方
位
を
検
討
し
、
そ
の

日
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
決
め

て
い
ま
す
。

日
の
出
の
時
刻
で
す
が
、

夏
は
四
時
冬
は
七
時
、
方
位

は
六
十
度
か
ら
百
二
十
度
と

六
十
度
の
差
が
あ
り
、
同
じ

ス
ポ
ッ
ト
か
ら
の
撮
影
で
も

景
色
は
全
く
別
物
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
が
面
白
く
結
局
何

度
も
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。石

巻
あ
た
り
ま
で
は
日
帰

り
が
多
く
、
そ
れ
よ
り
遠
方

は
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
と
コ
ン

ビ
ニ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

満
月
や
天
の
川
が
狙
い
の
と

き
は
連
泊
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
で
天
気
を
カ

バ
ー
し
て
い
ま
す
。

・
・
・
明
日
は

ど
こ
に
し
よ
う
か
？

※
個
展
作
品
の
一
部
は
当

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

風

景

写

真

・

季

節

の

撮

影

法

―

８

「

紅

葉

と

滝

風

景

」

竹

内

正

個
展
開
催
よ
も
や
ま
話

横
山

光
太
郎

個展「海辺三十六景」開催中の状況

「
公
共
交
通
機
関
使
用
の
撮
影
地
」

「
船
岡
城
址
の
彼
岸
花
」

船
岡
城
址
の
彼
岸
花
は
、
起
伏
の
あ

る
場
所
に
群
生
し
て
い
る
の
で
変
化
の

あ
る
写
真
撮
影
が
出
来
ま
す
。

時
期
、
９
月
中
旬
～
下
旬
、
午
前
中

が
良
、
晴
天
は
綺
麗
に
、
雨
は
幻
想
的

に
；ア

ク
セ
ス

東
北
本
線
船
岡
駅
か
ら
、
さ
く
ら
堤

を
大
河
原
方
面
に
進
み
跨
線
橋
を
渡
る

と
、
城
址
ま
で
約
20
～
25
分
で
す
。

編
集
後
記

▼
撮
影
旅
行
・
青
森
に
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
に
よ
り
成
功
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

▼
お
知
り
合
い
の
方
へ
の
会
の
行
事
参
加
と
当

協
会
へ
の
入
会
お
声
が
け
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
東
風
季
報
69
号
も
お
陰
様
で
完
成
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

上
か
ら
俯
瞰
し
た
撮
影

滝
の
正
面
か
ら
の
撮
影


